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これまでの多収品種より更に高い収量をあげるために ,

その可能性があるとみられる品種を国などの研究機関から

提供を受け,それらの品種について 2～ 4種の施肥法を組合

せて収量性を中心に栽培特性について調査したので報告

する。

2試 験 方 法

1980年から1983年の 4年間に外国稲12,日本稲18の合計

30品種,系統を供試した。育苗は加温式箱育苗で稚苗を用

い,5月 9日 ～16日 に本fBへ移植した。 1株 4本手植えで

栽植密度は222株 /″である。施肥法を表 1に示したが各

年とも2～ 4段階あり,収量や出穂期などはそれらの区の

平均値を用いた。

また,外国稲を中心に各系列除草剤を標準的な使用時期

に散布して薬害の有無を調査した。そのほかいもち病に対

する抵抗性を知るため, 畑苗代により圃場抵抗性を調
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査した。

3 結 果 及 び 考 察

(1)育 苗

密陽23号 ,早生統一,水原259号 ,ア ンバーの 4外国稲

品種は発芽が不良であり,特にアンバーは移植時でも苗の

揃いが悪かった。

●)気象の特徴と本国生育
1980年は 6月 下旬から登熟初期まで低温少照であり,外

国稲を中心に自絆が多発した。韓国稲では穂が完全に抽出

しきれなかった。1981年は活着期が異常低温で分げつは進

まず ,南京 11号 ,BHク レオールなどに枯死株がみわ

られた。また出穂遅延の年であっれ

0)出穂期 稗長と耐倒伏性
日本稲はアキヒカリからトヨニシキ並の出穂期であった

が半矮性の韓国稲や極長稗のイラク産の稲などは大幅に出

穂が遅れ,成熟期に達しない品種もあった。大粒種のロメ

オ,アルボリオは早生から中生に属した。

半矮性の韓国稲などは耐倒伏性は強いが,短稗すぎて機

械収穫に困難をきたすと予想された。一方,極長稗の品種

は耐倒伏性が弱いようであった。

●)粗玄米収量

外国稲でアキヒカリより収量を上まわった品種はなかっ

た。京引 1号が比較的収量が高かったが,倒伏抵抗性がか

なり弱いことを考えると多収は期待できない。最大収量の

可育ヒ性と実際収量及び粗玄米粒数歩合についてみたのが図
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表 2 各品 種 の収量 及 びその他 特性

1であるが,外国稲は (総籾数X玄米千粒重)が小さく,

更に粗玄米粒数歩合が低いため低収であった。特に1980年

供試の外国稲は自絆が多発した他に出穂が遅く,粗玄米粒

数歩合の低下が著しく,収量も極めて低かった。

日本稲は,各品種とも外国稲より収量は多かったが,アキ

ヒカリ対比で83～ 102%く らいの収量であった。アキヒカリ

並の収量を示したのは東北 127号 ,羽系23(奥羽315号 ),

81y45(奥羽316号 ),北陸123,124号 などであった。

(● 除草剤使用といもち病抵抗性
除草剤による薬害は日本稲,韓国 中国稲ではみられず ,
それ以外の外国稲で トリアジン系及びジフェエルエーテル

系の除草剤により薬害が生じることがあった。アンバ、 ア

ルボリオに薬害が多かった。いもち病抵抗性はアルボリオ ,

ロメオの大粒種が強くこの面からは多IIP栽培に適すると思

われた。

4ま と め

供試外国稲の半分以上が出穂が遅すぎ,また低温による

自稽が日本稲より発生しやすく,宮城県での栽培は困難な

品種が多かった。また,すべての外国稲が低収であったば

かりでなく,(総籾数×玄米千粒重)の値もアキヒカリよ

り小さく,多収の可能性は全くないと考えられた。日本稲

のの新系統もアキヒカリより確実に多収をあげるものはなく

今後の品種の開発がもとめられる。
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